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   The author made some experiments and observations concerning the ecology of  "  umi-

hotaru". 

 (  1  ) Collecting apparatus. Using the plankton net of 20cm in diameter, the animals 
were collected in abundance. 

 (  2  ) Bait for collecting. Fish-wastes were used, hanging within the net opening. 

 (  3  ) Rate of luminescence of dried animals.  80-100% of the animals rapidly dried 

in the direct sunshine had luminous ability. The color was silvery white. 

 (  4  ) Rearing bait. Animals can be reared by giving some living fresh-water shrimps 

as a bait. 

 (  5  ) Variation of vertical occurrenc in the night. (a) In bottom layer there are 2 modes in 

the frequency curve (Fig. 1), i.e.,  2  —  3 hours after sunset and before sunrise. (b) In inter-

mediate layer (about  1.5m below the surface it appears to be reverse to (a), but indistinct. 

(c) In surface layer (about 20cm below the surface) it appears to be equal to  (  a), but the 

number is very small. 

 ( 6) Lower limit of optimum salinity. Critical specific gravity of medium appears to 
be 11.00-12.00. 

 (  7  ) Reaction to light. Animals show negative phototaxis, while a closely allied 
species, i.e., C. noctiluca positive. 

 (  8  ) Chemical characters of luminous substance. (a) Substance which lost luminescent 

ability by oxidation, can be recovered by reducing by metalic magnesium. (b) Luminescence 

is very remarkable in the waters of pH above 7, decreases rapidly below 7 and no more 

below 4.
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ウミボタル CJpridina hilgendorf#の生態を明かにする為 2、3の実験及観察を行った。

1. 採集装置採集法については古く梶山わが述べてゐるが、 著者は多量採集を目的として

加藤9)の暗示に従って次の如き装置を用いた。即ち網口の直径約 30cmの池沼周投曳プランクト

ン網の底管から活栓部を取外し、 此部分にあらためてコックをつけた太いゴム管を連結したも

ので、此に適当な餌料を入れ水底近くに約 20分間垂下した後此を曳揚げ、底管に残った水を採

集物と一緒にガ{ゼ製iJfA.過袋にあけて採取物を鴻別した。

2・ 餌料9)10) 採集の為の餌料としては鮮魚の亮棄部を用いた。 頭又は肉付きの骨の場合
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には針金を通し、内臓の場合には絹布製小袋の内に適当な重三と共に入れ、何れも網口より梢

下方内側に懸垂した。

　3・乾燥及乾燥動物の発光率3）4）9）ガーゼ製の濾過袋で濾臥した動物を直ちに吸取紙上に平に

拡げ翌朝迄風乾し、更に直射日光で3～5時闇充分日乾した。此様にして充分乾燥したものは80

～90％の発光率を示した。採集したものを3cm位の厚さに細砂を敷いた容器で翌朝迄飼育し、

翌朝暗所で泳出た動物をナくい取って直ちに吸取紙上で直射日光に日乾したものは殆んど100％

の発光率を示した。内臓を餌とし此から分離して乾燥したものはzl・（）～60％で甚しいものは全く

発光しなかった。恐らく粘質の内臓の液汁叉は組織が動物体に附着した為に乾燥し難く叉動物

体が腐敗し易V・為であろう。乾燥し上げたものをよく乾燥した容器に入れ密封して乾燥器に入

れて置くと長期間発光力を失わなか？た。i発光率は次の如くして決定した。即ち乾燥動物を任

意に小量取り、暗室内で1尾づx潰して此に水を加えて発光するか否かをしらべその比率を求

めた。乾燥が充分で発光率の高いものは乾燥動物の介甲が透明且銀白色に輝いてみたが、発光

率の低V・ものは不透明且乳白色、黄褐色甚しV・ものは黒色を呈してみた。即ち乾燥動物の発光

率の良否は肉眼で略鑑別し得た。

　4・入工飼育　人工的に餌料を与えて動物を飼育し此から幼生を得て更に発光する成体迄育

成し得た。餌料としては鮮魚の擾棄部が最もよかったが、此は飼育水を汚濁腐敗させ遂には動

物をも致死せしめる為好ましくない。淡水産の小型蝦類を生きたまx与えた場合此様なおそれ

が少なかった。術此際飼育槽の底に別に小さな浅V・容器に細砂を入れたものを置くと明るV・時

には此申に潜在してv・るので徒に動物を疲れさす事なく又飼育水悪変の場合換水が容易であっ

た。

　5．：夜間に於ける垂直分布の時間的変化7）前述の採集網を用い1950年8月18～19の日没から

日出に至る闇を約1時二二に採集し垂直分布の時闇七変化を見た。餌として略同大の小アヂの

頭を同数づx用V・而も毎回取換えた。餌を入れた採集網を20分聞水中に：垂下して後曳揚げ、餌

を網の中で振って動物を餌から完全に分離させ底管に集った動物を濾別して其尾数を数えた。

此を水深約3mの所で表戸（水面下約20cm）、中F（水面下約1．5m）及底戸（底物が底土に接

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する程度）の3戸について同
　　　　Table．　1．　Nocturnal　variation　of　occurrence：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時に行った。尾数を対数値で

No・　of

collection

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

Time
〈h・m．）

19．45－20．05

20．20－20．40

20．52－21．12

21．25－21．45

22．15－22．35

23．eO－23．20

24．00一　O．30

1．00一　1．20

2．05一　2．25

3．00一　3．20

4．00一一一　4．20

4．50一　5．IO

Depth
（m）

2．50

3．00

3．15

2．50

2．00

2．10

2．50

3．00

NUmber　of animals
collected

Suエface Interm一 ：BottOI：n

layer ediate　layer layer
　　　　1
P1 24 1709

15 13 96

18 14 41

10 18 5783

21 9 5660

16 15 7176

40 2 193

11 3 9363

25 4 4251

8 4 8200

67 3 2198

o 3 25

図示すると、底　で出現の山

が2っあり、その1は日没後

2～3下聞、他は日出前2～3

時間である。表　では此と略

平行し中戸では此と反対の傾

向が見られるが明瞭ではなく、

叉表戸の採集尾数は底戸のそ

れに比し著く少い（：Fig．1＆

Tab．1）。採集中可なり多i数

の動物が表戸に浮上して來て

螺旋状に旋回し乍ら発光する

のを翻察したがv三等は飼に

対して無関心であった。表層

に浮上レて卒るのは索出とは無関係な他の生理的計画に棊つくものであろうQ
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Fig．　1．　Frequency　curve　of　occurrence．

　　　　A－A　：　Bottom　layer．　B－B　：　lnte’rmediate

　　　　layer．　C－C：Surface　layer．
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Experiment　1．　wt－24，　16．39－vVIII－25，　16・50，　1950．

Dilutity　of

sea　water
　（％）

10e

se

60

4e

20　’

o

4

Spec豆fi。1　　　　‘9rav王ty　’　Lσ15）

Water
狽?高oera－

狽tre（CC）

　　　　　　　’　　　　　「

CNUmber
@　　of

@animals

SUrvival

獅tmber

Rate　of
rUrviva1

i％）

25．4ら
20 19 95

29．8 20 20 100

20．16
20 20 100

29．0
20 19 95

17．16
20 19　　　　　F

Q0
95

27．2
20 100

11．】7 26．5
20 0 o

20 u り

6．85 25．8
20 0 0

20 0 0

2．83 24．ヒ
20 o o

20 0 0

実験終了時水温：25・5。C

Experiment　2・　　V廼一25，エ8・oo～V班一27，8．30，1950．

Dilutitアof
唐?＝@water

@　（％）

SPecifi。　i

@　　　・№窒≠槙･y

iσ15）

Water
狽?高oera－

狽tre（cC）

NUmb　er

@　of
≠獅ﾜrnals

SUrvival

獅浮高b?

：Rate　of

rUrviva1

i％）

100 25．35 28．8
20 20 100

20 20 100

60 16．87 27．8
20 20 王00

20 20 100

55 14．88 28．0
20 19 95
20 19 κ　　r　　　．　　　　　　「　一　一

X5

50 13．31
2
7
．
9
’
，

20 16 80一
20 20 100

45 12．30 27．8
20 19 95

X520 19

Il．34 28．0
2り o o

4Q
20 3 15

35 10．20 28．0
20 0 0

2⑤　l　　o o

実鈴終了時水郵12易50C

　6．塩分濃度変化に対する

抵抗性　棲息還境の海水を淡

水で数段階に稀釈し此れに同

数づ」動物を入れ，て約1～2昼

夜放置しその生存尾数を数え

た（Tab・　一2）。その結果による

と、比重11　・・QO～12・00が籍死

の臨界点である様に思われる。

事実大雨後では採集されなか

ったが此れは恐らく心境水が

極度に稀釈された為麗死した

ものが多かったか叉は底土に

潜没して出て來なかった為で

あろう。

7．背光性に関する一心

　（1）　動物が水中に概して

　平均に拡散してみる硝子水

　槽を室内に置くと約工。分後

　には採光の弱い側の1箇所

　に螺回した。

　（2）此の様になった水槽

　を黒色の被覆物で覆って光

　を遮断すると約10分後には

　再び概して平均に水中に拡

　散した。

　（3）底に約3cmの厚さ

　に細砂を敷いた水槽を暗窒

　内に置き照明したま製動物

　を1尾づ」水槽内に放つと、

　動物は底に達するや直ちに

　触角で砂を堀って潜没運動

　を始め遂に完全に体を砂中

　にかくした。

　（4）此の様にして約20尾

　の動物を砂中ttc潜没させ約

　10分後に照明を消し再び照

　明した時、消灯後1分で約

　3尾5分で約7～8尾叉10分

　では大部分が泳出てみた。

　（5）　同条件の下に採集さ

　れたものを略同数づ．N略同

　春稜の2つの水槽に夫々牧
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Experiment　5．　Vlff－27，　9．30－vVM－28，　9．30，　1950．

Dilutity　of
唐?＝@water

@　　（％）

SPecific
№窒≠魔奄狽凵

iσ15）

Water
狽?高oera－

狽tre（CC）

Numb　er
@　of
≠獅奄高≠撃

Suwiva1．

獅tmber

Rate　of
rUrviva1

i％）

100
20 　　　20一　『

@　　20

100
24．86 26．5

20 100

60 15．60 26．0
20 20 100

20 19 95

55 14．40 25．7
20 19 95
20 19 95

50 12．94 25．6
20 18 go

X5『20 19

45 12．41 25．5
20 17 85

20 19 95

40 11．41 25．4
20 0 0

20 0 0

35 10．エ3 25．4
20 0 0

20　1　0 0

実験終了時1：水温：25・6CC

　容し、一方は黒色の被覆物

　で覆い他はそのま」にして

約一一昼夜放置すると、前者

　では一昼夜前と殆んど同様

　に殆んど杢：動物が活磯に水

　中を游泳してみたが、後者

　では殆んど全動物が水槽底

　に横臥してみた。

　此等の観察によりCypri－

4伽hilgendorfiiが背光性を

もつ事が推定され、事実夜回

月光が直：射する所では採集出

來なかったが、月夜でも物蔭

になった暗所では採集された。

此に反し℃質種に近縁なC・noctiluca『）2）は趨光性をもち、灯火採集で採集出來た。

8・…銑勃質の化学的性質発光物質のイヒ学的lth質については神田5）・）・）の多数の報告があり、

文中村10）も多数の著者の業績を集録して検討してみるが、まだその本体につV・ては完全には究

明されそいない。箸者は発光物質の実用花の一助として簡単な予備的実験を行った。

　（1）発光物質の還元　水中で発光し尽し或は乾燥動物ぷ徐々に酸化して発光力を失ったも

　のを、金腐マグネシウムで還元してそめ一部を再発光させる事が出湿た。

　ぐ2）媒質のP宜と楽光　婁光はP宜ケ以上で著ぐP宜ウで尚発光にi変心がなV・。P益ラ以

　下でば発光力ぱ急激に減濡し、P宜4で発光が全：く認められなくなった。　P宜4域下め水に一

　下五漬したもめを数分後にテルカリ崇め永に戻しでも最阜発光しなかった。

　此嘗め糞験により庇め動物の癸光は訂逆的であり。又発光物質を高光させる忌めP宜は癸光

と重三な雪下を持づ事が推察された。

　本稿を草するに当り種々懇篤な助言を与えられた本学蔀横屋猷博士に対しセ深甚な謝意を表

する。
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